
発 行 所 

五所川原市役所 

401号 

昭和52年6 月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

愛
鳥
週
間
の
初
日
、
津
軽
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
樹
木
に
小
鳥

の
巣
箱
四
十
個
を
取
り
付
け
ま

し
た
。
 

同
校
一
年
生
、
百
二
十
八
人

は
、
九
日
か
ら
三
目
間
、
少
年
 

1
1然
の
家
で
宿
泊
研
修
を
し
、
 

研
修
を
と
お
し
生
徒
の
自
主
活

動
を
高
め
よ
う
と
巣
箱
づ
く
り

を
し
た
も
の
で
す
。
 

少
年
自
然
の
家
の
広
場
で
、
 

互
い
に
持
ち
寄
っ
た
材
料
を
切

っ
た
り
、
釘
づ
け
し
な
が
ら
思

い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン
の
巣
箱
を
 

つ
く
り
、
さ
っ
そ
く
樹
木
に
取

り
つ
け
ま
し
た
。
 

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
、
 

シ
ジ
ュ

ー
ガ
ラ
や
ウ
グ
イ
ス
な

ど
約
三
十
種
の
野
鳥
が
せ
い
息

し
て
お
り
、
絶
好
の
観
察
地
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

“
巣
作
り
は
 

安
心
し

て
）
 

ニ
中
生
徒
、
巣
箱
を
取
り
付
け
 

、
 

世 帯 数 	14,073 

（昭和52年 S 月1日現在）住民基本台帳から 
男 	25,203人 

女 	26,949人 

市 の 人 口 

52,152人 

叩
 

部
 

（昭和33年9月10日第 3種郵便物認可） 

ょかわら 
！
、
 

広破 、，・ 

①
 

③ 

“巣
づ
く
り
は
安
心
し

て
〉
 

さ
る
五
月
十
日
か
ら
は
 
「愛

鳥
週
間
」
。
市
立
第
二
中
学
校
 

（
新
谷
雄
蔵
校
長
）
の
生
徒
は
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▽
田
名
部
助
役
の
略
歴
△

旧
制
木
中
、
国
学
院
大
神
道

部
卒
。
五
農
高
教
諭
。
西
地
方

歴
 
県
税
事
務
所
長
、

五
所
川
原
県

略
  
税
事
務
所
長
、

県
出
納
課
長
、
 

の
  

公
営
企
業
局
次
長
、
株
式
会
社
 

氏
  

「
巴
組
」
青
森
支
店
参
与
。
 

Q
〕
 

 

▽
竹
内
収
入
役
の
略
歴
△

旧
制
木
中
卒
。
五
所
川
原
青

年
会
議
所
副
理
事
長
、
有
限
 

会
社
「
竹
内
商
事
」
社
長
。
 

五
所
川
原
砂
、
砂
利
組
合
長
。
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長
。
 

▽
神
固
定
資
産
評
価
員
の
 

略
歴
△
 

、
 

旧
制
青
中
卒
。
公
民
館
長
。
 

市
社
会
教
育
課
長
。
市
福
祉

事
務
所
長
。
市
収
入
役
。
 

身
障
者
の
巡
回
診
査
と
 
、
 

更
生
相
談
を
行
な
か
ま
す
 

助
役
に

田
名
部
氏
決

ま
る
 

収
入

役
は

竹
内

氏
細
暗
賠
は

神

氏
に
 

】つ
 

よ
 

・

しま
 

使
 

一
 
」
 

切
 

大
 

存
」
 

水
 

五
月
十
三
日
か

ら
二
十
五
日

ま
で
開
か
れ
た
第
二
回
市

定
例

議
会
で
、

こ
れ
ま
で
空
席
と
な

っ
て
い
た
助
役
、
収
入
役
、
固

定
資
産
評
価
員
の
人
事

案
件
が

提
出
さ
れ
、

助
役
に
田
名
部
典

比
古
氏
（
6
1）
廿
市
内
雛
田
廿
、
 

田名部助役 

市
で
は
、
身
体
障
害
者
の
巡

回
診
査
と
更
生
相
談

を
次
の
日

程
で
行
な

い
ま
す
。
対
象
者
は
 
 

収
入
役
に
竹

内
愛
真
氏
（
5
2）廿

市
内
下
平
井
町

廿
、
固
定
資
産

評
価
員
に
神
重
三
氏
（
7
2）廿
市

内
寺
町
廿
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

助
役
に
選
ば
れ
た
田
名
部
氏

は
、
 
「
市
行
政
に
直
接
タ
ッ

チ

す
る
の
は
今
回
初
め

て
だ
が
、
 

お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
 

前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。
 
 

じ
つ
く
り
勉
強
し
、
寺
田
市
長

の
よ
き
補
佐
役
に

な
り
た
い
。
」
 

ま
た
、
収
入
役
の
竹
内
氏
は
 

「
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
問

題
は
山
積
し

て
い
る
が
、
当
市

に
マ
ッ
チ
し
た
健
全
財
政
を
確

立
し
た
い
。
」
 

▽
耳
鼻
科
 
六
月
七
日
（
市

福
祉
会
館
）
 

▽
眼
科
 
六
月
二
十
九
日

（
 

右
同
）
 

▽
内
科
 
七
月
七
日
（
五
所

川
原
保
健
所
）
 

▽
整
形
外
科
 
七
月
二
十
六

日
（
市
福
祉
会
館
）
 

●

対
象
に
な
る
方
 

①
身
体
障
害

者
の
手
帳
交
付

後
、
ま
た
は
、
前
回
の
診
査

の

後
に
障
害
に
変
化
が
あ
り
、
等

級
の
変
更
や
医
療
を
必
要

と
す

る
方
 

②
義
肢
、
補
装
具
な
ど

の
新

調
、
ま
た
は
改
造
を
必
要
と

す

る
方
 

③
身
障
者
手

帳
の
交
付
を
受

け
る
た
め
に
診
断
を
必
要
と

す
 
 

固
定
資
産
評

価
員
の
神
氏
は
 

「
以
前
に
も
固
定
資
産
関
係

の
ポ
ス
ト
に
い
た
の
で
、
再
び

同
じ
仕
事
に

つ
け
て
心
強
い
。
」
 

と
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
に
あ
た
っ

て
の
抱
負
や
感
想
を
述
べ
て
い

ま
す
。
三
氏
と
も
、

そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
市
行
政
に
手
腕
を
発

揮
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
。
 

“
小

児
の
救
急
処

置

）
 

に

つ
い

て
 

み
ん
な
の
「
健
康
教
室
」
 

医
師
会
と
み
な
さ
ん
の
家
庭

を
結
ぶ
「
み
ん
な
の
健
康
教
室
 

」
を
次
の
日
程
で

開
き
ま
す
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
 
「小
児
の

救
急
処
置
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

▽
と
き
 
六
月
二
十
四
日
⑨

午
後

一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

▽
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
。
 

る
方
（印
か
ん
を
持
参
の
こ
と
）
 

④
こ

の
ほ
か
就
業
、
生
活
、
 

医
療
、
施
設
の
入
所
な
ど

の
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。
 

な
お
、
手
帳
交
付
後
、
ま
た

は
前
回
の
診
査
の
あ
と
に
障
害

に
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
方
と
、
 

脳
卒
中
の
あ
と

一
年
半
程
度
よ

り
経
過
し
て
い
な
い
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
内
科
の
場
合
は
、
x
 

線
写
真
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 
 

1
7
 

の
 

そ
 

今
年
は
当
市
に
水
道
が
で

き
、
給
水
を
始
め
て
か
ら
五

十
年
目
に
な
り
ま
す
。
 

私
達
が
毎
日
使
っ
て
い
る

水
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
 

私
達
は
、
朝
起
き
て
か
ら

夜
寝
る
ま
で
、
蛇
ロ
を
ひ
ね

れ
ば

い
つ
で
も
清
潔
で
安
全

な
水
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

私
達
は
、

こ
の
こ
と
に
な

れ
て
水
の
あ
り
が
た
さ
大
切
 

さ
を
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

つ
ま
り
私
達
は
、
便
利
な
水

道
で
い
く
ら
で
も
、

い
つ
で
も
 

1
 
砲
刀
剣
類

の

J
 

A
 録
審
査

会

L
 

次
の
日
程

で
行
な
い
ま
す
の

で
、
当
目
は
発
見
届
を
し
た
銃

砲
刀
剣
類
と
印
鑑
、
刀
剣
類
発

見
届
済
証
（
警
察
署
発
行
）
、
 

登
録
手
数
料
（
一
件
に
つ
き
五

百
円
の
県
収
人
証
紙
一
枚
）
を

ご
持
参
願
い
ま
す
。
 

▽
六
月
十
四
日
 
弘
前
市
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
六
月
十
五

日
 
青
森
市
県
社
会
福
祉
会
館

▽
八
月
ト
日
、
十
月
十
八
日
、
 
 

水
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
水
は
豊
富
に
あ
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
 

天
候
不
順
が
続
き
、
ツ
ユ

ど
き
に
あ
ま
り
雨
が
降
ら
な
 

か
っ
た
り
、
夏
の
間
ロ
照

り
が
続

い
た
り
す
る
と
水

不
足
が
お
こ
り
ま
す
。
 

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し

た
よ
う
に
、
水
の
使
用
量

は
こ
こ
十
年
間
に
二
倍
に

ふ
え
て
お
り
ま
す
。
 

最
近
戸
数
が
益
々
ふ
え

て
お
り
、
水
の
確
保
が
だ

ん
だ
ん
難
か
し
く
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
 

水
を
大
切
に
、
上
手
に

使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑨
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

水
道
週
間
で
す
。
 

節
水
意
識
を
た
か
め
ま
し
 

ょ
う
。
 

（
市水
道
課
）
 

十
二
月
十
六
日
、
五
十
三
年
一
一
 

H
十
七
日
 
青
森
市
県
社
会
福

祉
会
館
。
 

受
付
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午

前
九
時
半
か
ら
と
午
後

一
時
か

ら
。
 

詳
し
く
は
、
県
教
育
委
員
会

に
お
問

い
A
ロ
わ
せ
願
い
ま
す
。
 

生
活
環
境
 

4
 

バ
ト

ロ
ー
ル
本
部
 

ー
 

わ

4
 

住
み
ょ
い
 

ん

n
 

環
境
づ
く
り
に
で

5
 

竹内収入役 

神固定資産評価員 

r
・
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、 

1 

1 

1 

なお、当日都合により交付を受けられない方は、6 月30日市役所

健康年金課で交付します。 

老人医療費受給者証の 

	更新手続きを 

国体へ 広げよう 

ぽくらの 友情の輪 

老人（70歳以 Iり 医療費受給者証の更新時期となりまし

た。該当者は、 ド記の日程により交付を受けて下さい。ま

た、65歳から69歳までの方で、身体障害者（1, 2. 3級

または 4 級の音声機能、言語機能障害、下肢障害1, 3. 4 

号）と国民年金法（別表iS 2級）に該当する方も支給さ

れます。 

地区 名 場 所 期 日 時 	間 

栄 栄 支 所 6 月21日 午前9時～午前11時30分 

梅 	7& 梅沢支所 6 月21日 午後1時～午後3時30分 

ヒ 	J 七和支所 6 月22日‘ “午前9時～午前11時30分 

長 	橋 長
、
 
橋
 
支
 
所
 

 
6 月22日 午後1時～午後3時30分 

中 中、支所 6 月23日 午前 9時～午前11時30分 

松 	島 松島支 P斤i' 6月23日 午後1時～午後3時30分 

毘 沙 門 毘沙門支所 6 月24日 午前 9時～午前11時30分 

飯 	詰 飯詰支所 6 月24日 午後1時～午後3時30分 

三 	好 三好支所 6 月25日 午前 9時～午前11時30分 

栄町、田’」、蓮沼、 
元町、新田」、柳町 
川端町、寺町、岩 
木町、謙谷町、鳥 
森、 	ノ谷、八重 

菊． 	トり枝 

市役所 
健康年金課 

6 月27日 午前9時～午後4時 

弥生町、布屋町、 
東町、大町、本町 
旭町．雄田、敷島 
町、錦町、幾島町 
hリ京町、未広町 

ク 6 月28日 ク 

I平井町、中平井 
町、 ト平井町、長 
橋字橋元、幾世森 
新宮．小曲 

ク 6 月29日 ク 

一
 

当
市
の
通
過
は
十
二
日
午
後
戸
 

国
体
矩
火

リ
レ

ー
の

リ
ハ
ー
サ
ル
 

所得税（51年分）を特別減税 

本人には6,000円還付 

第
三
十
二
回
、

国
民
体
育
大

会
の
主
会
場
と
な
る
青
森
県
総

合
運
動
場
陸
L
競
技
場
に
は
、
 

大
会
旗
が
掲
揚
さ
れ
、
矩
火
台
 

（き
よ
か
）
に
矩
火
が
点
火
さ

れ
ま
す
が
、

・こ
の
大
会
旗
と
矩

火
の
リ
レ
ー
リ
ハ
ー
サ
ル
が
六

月
十
日
か
ら
一
週
間
の
予
定
で

県
下
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
、
 

五
所
川
原
市
で
は
六
月
十
二
日
 

（
日
）
通
過
の
予
定
で
す
。
 

国
体
で

の
大
会
旗
と
燈
火
の

リ
レ
ー
は
、
県
内
を

ニ
コ
ー
ス

に
分
け
、
全
市
町
村
を
通
過
す

る
こ
と
に
よ
り
、
大
会
の
意
義

を
高
め
、
県
民
あ
げ
て
 
「あ
す

な
ろ
国
体
」
 
に
参加
す
る
喜
び

と
決
意
を
新
た
に
す
る
目
的
で

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

県
民
の
意
気
と
総
参
加
を
象

徴
す
る
矩
火
は
、
十
和
田
湖
湖

畔
（
ゆ
た
か
な
心
の
火

）
と
岩

木
山
山
項
（

た
く
ま
し

い
力
の

火
）
の
ニ
カ
所
で
採
火
さ
れ
ま

す
。
採
火
さ
れ
た
矩
火
は
、
県
 
 

内
六
十
七
市
町
村
、
四
百
二
十

三
区
間
を
八
千
五
十
人
の
走
者

で
リ
レ
ー
さ
れ
、
十
月
一
日
青

森
県
庁
で
二
つ
の
矩
火
を
集
火

し
「
あ
す
な
ろ
の
火
」
と
な
り
、
 

十
月
二
日
総
合
開
会
式
場
に
点

火
さ
れ
ま
す
。
 

当
市
で
も
、
す
で
に
各
階
層

か
ら
選
ば
れ
た
走
者
も
決
ま
り
、
 

本
番
を
め
ざ
し
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
 

煩
火
リ
レ

ー
リ
ハ
ー
サ
ル

の

当
日
は
、
午
後
一
時
三
十
七
分

鶴
田
町
か
ら
引
き
継
ぎ
、
市
内
 
 

の
三
区
間
を
リ
レ
ー
し
午
後
一
一

時
三
十
二
分
柏
村

へ
引
き
渡
さ

れ
ま
す
。
 

市
内
の
走
者
は
、
小
学
生
が

市
内
全
校
か
ら
男
女
三
十
六
人
、
 

中
学
生
が
、
市
内
全
校
か
ら
男

女
十
八
人
、
高
校
生
が
、
市
内

全
校
か
ら
男
女
九
人
、
 一
般
か

ら
男
女
六
人
の
計
六
十
九
人
で

す
。
 

ま
た
コ
ー
ス
は
、
第
一
区
が
、
 

鶴
田
町
と
の
境
界
か
ら
警
察
署

ま
で
ニ
キ
ロ
、
第
二
区
が
、
警

察
署
か
ら
新
町
、
本
町
、
寺
町

経
由
で
、
市
役
所
前
ま
で
一
 

九
キ
ロ
、
第
三
区
は
、
市
役
所

前
か
ら
川
端
町
、
布
屋
町
、
大

町
、
寺
町
経
由
、
乾
橋
か
ら
柏

村

ヘ
一

・
六
キ
ロ
と
な
っ
て
い

ま
十
。
 

犬
の
放
し
飼
い
は
注
意
 

な
お
、

コ
ー
ス
の
沿
道
に
あ

た
る

一
般
家
庭
で
は
、
犬
の
放

し
飼
い
を
す
る
と
危
険
で
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

団
地
に

家
を
建
て
る
 

に
は
 
排
水
設
備
が
必
要
 

松
島
団
地
や
広
田
団
地
に
住

宅
を
建
設
さ
れ
る
方
は
、
水
洗
 

今
回
、
昭
和
五
十

一
年
分
所
 

得
税
の
特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
 

次
の
金
額
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
 

は
六
千
円
、
控
除
対
象
配
偶
 

者
や
扶
養
親

族
は

一
人
に
 

つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
 

し
た
金
額
で
す
。
た
だ
し
、
 

納
め
た
昭
和
五
十
一
年
分
 

の
所
得
税
額
の
方
が
少
な
 

い
と
き
は
、
そ
の
税
額
ま
 

で
と
な
り
ま
す
。
 

還
付
方
法
と
そ
の
手
続
 

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〈
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
場
合
〉
 

本
年
六
月
一
日
現
在
に
 

お
い
て
昨
年
と
同
じ
会
社
 

に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ
 

ー
マ
ン
は
、

お
よ
そ
、
六
 

月
ー
七
月
ご
ろ
、
賞
与
や
 

給
与
を
受
取
る
と
き
に
、
 

勤
務
先
か

ら
還
付
さ
れ
ま
す
 

〈
事
業所
得
者
な
ど
の
場
合
 

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
 

を
し
て
納
税
し
た
人
は
、
六
月
 

下
旬
ご
ろ
に
税
務
署
か

ら
還
付
 

を
受
け
ら
れ
る
金
額
を
お
知
ら
 
 

便
所
等
の
排
水
設
備
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
排
水

設
備
を

つ
く
る
に
は
、
市
下
水

道
課
に
確
認
申
請
を
し
、
承
認

を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

工
事
は
、
市
の
排
水
設
備
工

事
指
定
業
者
で
な
い
と
施
工
で

き
ま
せ
ん
。
 

詳
し
く
は
、
市
下
水
道
課
に

お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。
 

、
，

、

（
・

ー
、
I

ー
 

せ
し
ま
す
。
そ
の
際
、
同
封
さ

れ
た
還
付
請
求
書
に
、
所
要
の

事
項
を
記
入
し
て
、
腕
務
署
に

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 そ
う
す

る
と
、
税
務
署
か
ら
還
付
金
の
 

支
払
通
知
書
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支
払

通
知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局

で
還
付
金
を
受
取
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

〈
そ
の
他
〉
 

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴

収
で
納
め
、
年
末
調
整
を

受
け
て
い
る
が
、
今
年
に

な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退

職
し
た
人
ゃ
、
昨
年
中
途

で
退
職
し
た
な
ど
の
た
め
、
 

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収

さ
れ
た
ま
ま
で
年
末
調
整

を
受
け
て
い
な
い
人
な
ど

は
、
税
務
署

へ
還
付
請
求
 

を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の

場
合
、
昭
和
五
十
一
年
分
の
確

定
申
告
書
を
提
出
し
て

い
な
い

人
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を

し
て
、
特
別
減
税
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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で

す
か
ノ

・
 

交通安全メモ その 1 

くこどもシリーズ〉 

老
齢
年
金
を
受
け

る
た
め
に

は
、
二
十
五
年
以
上

の
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が

必
要
で
す

が
、
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前

生
ま
れ
の
人
は
、
次
表
の
よ
う

に
最
低
十
年
ま
で
、
期
間
短
縮

の
恩
典
が
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
期
間
が
短
か

い
と

い
っ
て
も
、
保
険
料
を
納

め
て
 
 

、
 

い
な
い
と
、
せ
っ
加
く
の
年
金

が
フ
イ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

一
一

年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
っ
て
、
 

納
め
た
く
て
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
願

い
ま
す
。
 

（
昭和
五
二
年
度
か
ら
保
険
 
 

料
は
H
額
二
千
二
百
円
で
す
）
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
の
国
民

年
金
係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
か
ら

障
害
年
金
、
母
子

年
金
、
準
母
子
年

金
、
遺
児
年
金
、
 

寡
婦
年
金
を
受
け

て
い
る
方
は
、
毎

年
六
月
五
日
ま
で

に
「
国
民
年
金
受

給
権
者
現
況
届
」
 

を
市
の
国
民
年
金

係
へ
提
出
す
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
届
は
、
引
き
続
い
て
年

金
を
受
け
る
た
め
に
、
必
ら
ず

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

切
な
も
の
で
す
。
 

こ
の
届
を
期
限
ま
で
に
提
畠

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
引
き
続

い
て
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ

る
か
ど
う
か
！の
確
認
が
で
き
な

い
た
め
、
九
月
分
か
ら
の
年
金

の
支
払
い
が
と
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

・・
？
 
く
 

交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
守
り
、
 

正
し

い
歩
き
方
、
正
し

い
自
転

車
の
乗
り
方
を
し
ま
す
と
、
こ

わ
い
交
通
事
故
に
あ
わ
な
く
て

す
む
わ
け
で
す
か
ら
必
ら
ず
守

り
ま
し
ょ

・フ
。
 

▽
正
し
い
歩
き
方
、
横
断
の

仕
方
 

①
歩
道
の
あ

る
と
こ
ろ
は
歩

道
を
歩
く
こ
と
。
②
歩
道
の
な

い
道
路
は
右
側
を

一
列
に
歩
く

こ
と
。
③
横
断
歩
道
が

近
く
に

あ
っ
た
ら
少
し
遠
廻
り
で
も
、
 

必
ら
ず
横
断
歩
道
を

わ
た
る
こ

と
。
④
信
号
機
の
あ
る
交
差
点

で
は
信
号
（
青
）

に
し
た
が
っ

て
わ
た
る
こ
と
。
⑤
信
号
機
の

な
い
交
差
点
で
は
、
 
一
度
と
ま

っ
て
右
見
て
、
左
見
て
、
も
う

一
度
右
を
見
て
手
を
上
げ
て
わ

た
る
こ
と
。
⑥
車

の
す
ぐ
前
や

う
し
ろ
を
横
切
っ
た
り
、
斜
め

横
断
を
し

な
い
こ
と
。
A里
父
通

の
は
げ
し
い
道
路
上

で
の
遊
び

は
や
め
る
こ
と
。
 

▽
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方

①
自
分

の
体
に
あ
っ
た
自
転

車
に
乗
る
こ
と
。
②
正
し

い
合

図
の
仕
方
を
知
る
こ
と
。
③
乗

る
と
き
も
お
り
る
と
き
も
自
転
 

自転車に乗るときの合図の仕方 

寒課 
発 進→ 右 折→ 左 折→ 停 止 

車
の
左
側
か
ら
。
④
乗
る
と
き

は
道
路
の
左
側
を

一
列
に
、
一
一

人
乗
り
は
必
ら
ず
や
め
る
こ
と
。
 

⑤
せ
ま
い
道
路
か

ら
広

い
道
路

に
で
る
と
き
は
必
ら
ず

一
度
と
 

一
 

ま
っ
て
安
全
を
た
し
か
め
る
こ

と
。
⑥
手
を
は
な
し
た
り
、
物

や
カ
サ
を
持
っ
た
り
、
ま
た
、
 

犬
を
引
き
な
が
ら
乗
る
の
は
あ

ぶ
な
い
で
す
か
ら
必
ら
ず
や
め

る
こ
と
。
⑦
信
号
機
の
あ
る
交

差
点
の
右
折
の
仕
方
●
右
折
の

合
図
を
し
て
正
面
で
（
青
）
進

み
ー
向
こ
う
が

わ
で
（

一
度
と

ま
っ
て
）
向
き
を
か
え
て
ま
ち
、
 

正
面
の
（
青
）
で
進
む
こ
と
。
 

⑧
信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
は

右
折
の
合
図
を
し
て
外
側
に
大

き
く
ま
わ
る
こ
と
。
 

以
上
の
べ
ま
し
た
が
、

こ
ど

も
の
事
故
原
因
別
を
見

ま
す
と
 

「自
転
車
乗
り
」
、
 
「
と
び
出

し
」
、
 
「車
の
す
ぐ
前
や
う
し

ろ
の
横
断
」
、
 
「
子
供
の

一
人

歩
き
」
、
 
「道
路
上
の
遊
び
」
 

の
順
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

み
ん
な
で
交
通
ル

ー
ル
を
よ

く
守
り
明
る
い
学
校
を
、
そ
し

て
明
る
い
家
庭
を
。
 

（市
交
通
防
災
対
策
室
）
 

老齢年金早見表 

あ
な
た
の
年
金
 

I甲民年金の受 三 

―~現況届出 

生 年 月 日 

年金の支 
給が始ま 
る年（65 
歳） 

60歳ま 
での加 
入期間 

全期間納付

したときの
年金額 

最低必

要な期

間 

最低必要な
期聞のみ納
付したとき
の年金額 

の
表
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
表
以
外
の
生
年
月
日
の
人
に
っ
い
て
は
、
こ
 

こ
の
表
は
、
年
金
額
計
算
の
関
係
か
ら
、
年
を
単
位
と
し
て
作
成
 

明44. 4.2 昭51年 10年 246,叩0円 10年 246,000円 

明‘5. 4.2 昭52年 11年 255,600円 10年 232,400円 

大2.4.2 昭53年 12年 265,200円 10年 221,000円 

大3.4.2 昭54年 13年 274.800円 10年 211,400円 

大4.4.2 昭55年 14年 284,400円 10年 203,100円 

大 5.4.2 昭56年 15年 294,000円 11年 215,600円 

大6.4,2 昭57年 16年 303,600円 12年 227,700円 

大7.4.2 昭58年 17年 引3,200円 13年 239,500円 

大8.4.2 昭59年 18年 322,800円 14年 251,100円 

、大 9'4・2 昭60年 J9年 332,400円 巧年 262,400円 

大10. 4.2 昭61年 10年 342,000円 16年 273,600円 

大11.4,2 昭62年 21年 351,600円 17年 284,600円 

大12.' 	. 2 昭63年 22年 361,200円 18年 295,500円 

大13. 4.2 昭64年 23年 370,800円 19年 306,300円 

大14. 4.2 ‘昭65年 24年 380,400円 20年 317,叩0円 

大15. 4.2 昭66年 25年 390,000円 21年 327,600円 

昭2.4.2 昭67年 26年 405,600円 22年 343,200円 

昭3.4'2 昭68年 27年 421,200円 23年 358,800円 

昭4,4.2 昭69年 28年 436,800円 24年 374,400円 

昭5.4.2以降生まれ 昭70年～ 
29-
40年 

452,400円～ 
624,000円 

25年 390,000円 

⑨
書
損
じ
た
は
が
き
等
の
交
換
 
六

円
で
新
し
い
も
の
と
交
換
で

年
賀
は
が
き
の
あ
ま
り
や
、
 

き
ま
す
J
で
す
か
ら
「年
賀
は
が

書
き
損
じ
た
は
が
き
を
ど
う
さ
 
き
を

印
刷
し
た
が
余
っ
て
し
ま

れ
ま
し
た
か
？
 
っ

た
」
と
い
った
場
合
な
ど
、そ

こ
の
場
合
、
 
一枚
．二
円
の
手
 

の
ま
、
捨
て
て
し
ま
っ
て
は
大
 

鐘

難
郵

便
ま
め
知
識
その2

」
鷺
「
』
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
 
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
年
賀
は

年
賀
は
が
き
に
限
り
ま
せ
ん
。
 

が
き
の
お
年
k
賞
品
を
取
り
換

往
復
は
が
き
や
郵
便
書
簡
（
ミ
 

え
る
つ
い
で
に
郵
便
局
の
窓
目

ニ
レ
タ
ー
）
の
書
き
損
じ
や
誤
 
で
交
換
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

っ
て
印
刷
し
た
も
の
で
も
一
枚
 
う
か
。
 
（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
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